
令和6年3月8日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

１：
６０％
未満

Ｄ

3

■Ａ　「授業で自分の考えを発表して
いる。」と回答した児童の割合
……８０．４％

・児童アンケート（１２月実施）
・課題に対して、自分なりの考えをもつ
ことの大切さについて、児童は理解し
ている。
・校内研究のテーマは、児童の主体性
を引き出す要因（ファクター）について
設定し、研究を充実させてきた。
・個の学びと協働的な学びを往還しな
がら、児童が確かな学力を身に付け
ていけるよう、引き続き授業改善を
図っていく。

■Ｂ　「タブレット端末を日常的に活用
している。」と回答した児童の割合
……８３．２％

・令和２年度から継続させた校内研究
（プログラミング、ＩＣＴの利活用、情報
教育）の成果があり、タブレット端末利
活用の日常化が図られている。
・今後も、各教科等の授業を通じて、
情報活用能力の育成を推進していく。

Ａ 5

・自分の考えをもって主体的に発表することは大切だが、他の
人の考えと異なる場合、コミュニケーションをとって学ぶことの重
要性を指導してほしい。
・タブレット端末の活用は、あくまでも補助として使うことを十分
認識させることを徹底してほしい。ともすれば、活用することが
目的となってしまっては困る。
・タブレットを利用して、外国人から聞いて、聞く力を養ってほし
い。
・クロームブックを使い始めて（2020年）、１年生から６年生ま
で、現在は完全に使いこなせていることに感心する。
・タブレット端末の学校外（家庭内）における利用状況（何を、ど
の程度）がよくわからない。持って帰って来ても、連絡の確認
（宿題や持ち物等）で終わっているのか、低学年に関しては、
「先生に言われてないから」という場合はないのだろうか。
・タブレット端末の利用は、情報収集に適したものと思われるが
二次元表示されたものと「本物」には差があることを、教える側
が理解していることが必要と感じる。
・タブレット端末の利用が、学校教育の中で日常的に行われる
ことは必要かもしれないが、自分で書くこと、自分の考えをノート
にまとめる作業は大切にしてほしい。
・取組内容の５項にある、体力向上全体計画、一校一取組、一
学級一実践の内容を知りたい。
・AB共に80％を上回っていることは、指導が適切に行われてい
るのがうかがえる。
・学校行事で代表児童が話をするときなど、極めて素敵な挨拶
をされると感じることが多い。様々なことに主体性をもって取り
組み、自分なりの考えをもって、思っていることをアウトプットで
きるよう成長できていると感じる。
・今後のコミュニティスクールの推進については、各学校の特色
ある運営にしていくべきと思う。区教育委員会の統一的指導で
はなく、各学校主体の制度推進にして、学校運営を行うようにし
てほしいと思う。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3 ３：
８０％
以上

Ｂ 6

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

3
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4
A　「授業で自分の考え
を発表している。」と回
答した児童の割合

B　学習する際、「タブ
レット端末を日常的に活
用している。」と回答し
た児童の割合

４：
９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

・学習面・生活面において目標を設定し、それに向かって努力
し、結果をチェックし、一歩一歩前に進んでほしい。
・目標を決めて、それに近づくよう、各児童が頑張るよう導いて
ほしい。
・特に展覧会での児童の自主性に驚かされた。積極的でよかっ
た。
・どのような場面で個別に面談し、それを保護者に周知している
のか。
・ステップ学習チェックシートは、保護者にどういう形で周知して
いるのか。
・１・２項目の取組評価が「３」であることが気になる。
・残り約10％の児童の原因の確認やサポートが、今後できると
よいと思う。
・90％近い児童が学習内容を理解しているのは、きめ細かい指
導の結果だと思う。
・児童と接する機会があるが、学校が楽しいと話す子が多く、保
護者の一人としては、先生方に感謝している。担任の先生方の
授業を拝見することが多いが、授業で使用するアイテムを工夫
されたり子ども達が理解しやすいように努力されたりしていると
感じた。

■「めあてに向かって学習し、学習内
容が分かった。」と回答した児童の割
合
……８９．１％

・昨年度と同程度だが、「よくあてはま
る」と回答した児童が、約２．５ポイント
増加した。
・めあてを設定することやそれに向
かって学習することの大切さについ
て、児童はよく理解している。
・学習場面に限らず、生活場面や行事
等でも、めあて意識をもって活動でき
ている児童が多い。
・展覧会では、学校全体の「展覧会
テーマ」→児童会の「展覧会スローガ
ン」と落とし込んでいき、行事全体を貫
いた目標意識へとさせることができ
た。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

目標 取組指標

3

3

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。
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未満

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

学校関係者記入欄

令和５年度　大田区立梅田小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

〇開校６９周年　児童数９７８名（５月1日現在）　〇学級数３０学級　特別支援教室（４担任）拠点校　　　　〇教職員数７５名：校長１　副校長２　教員４１名　養護教諭２　栄養士１　事務１　専門員１　都費講師６　事務補助２　副校長アシスタント１　学校講師１　学校特別補助員２　教員支援員１　読書
学習司書１　学習補助員５　理科支援員２　登校支援員３　体育指導補助員２　（民託：用務員３　児童誘導員２　施設管理員３　給食５　ALT２）
〇令和２～４年度　東京都教育委員会・大田区教育委員会における情報教育やICT教育の推進　　　〇研究財産をさらに持続的・日常的なものに発展させ、校内研究を充実化　令和５年度　校内研究主題「個別最適な学びと、協働的な学び」
○梅田の学び“うわあ～ 大発見！”“めざせ！〇〇マスター”“だれとでも伝え合おう！”の推進・自主学習ノートのすすめ　　　〇学年朝会の実施　　　○「語先後礼」の励行　　　○全校朝会での校歌斉唱　　　○校内での俳句表彰　　　○学年別音楽朝会
○体育的活動「梅田ハッピータイム」　　　〇読解力向上一校一取組（低学年）科学的読み物の推進　（高学年）新聞を読み、まとめることを推進。　　　〇読書の記録の表彰

目標に対する成果指標

２：
６０％
以上

3

7

Ｂ

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上

２：
６０％
以上

1

・「めあてに向かって学
習し、学習内容が分
かった。」と回答した児
童の割合

3

Ｃ

Ｄ



４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4

■「自分にはよいところがある。」と回
答した児童の割合……８７．２％

・多くの児童が、自身のよさに気付き、
そこを大切にしている。
・否定的な回答をした約１３％の児童
に目を向け、学校生活アンケート（１・
２年生、年２回実施）、学級集団調査
（３～６年生、年２回実施）、学校生活
調査（４～６年生、年２回実施）の他、
スクールカウンセラーによる全員面談
（５年生、年１回実施）等、相談体制の
充実を図っていく。
・担任へすぐに相談しやすい雰囲気づ
くりに努め、引き続き児童が安心して
生活する中で、自己肯定感を育ててい
く。

※参考データ
全国学力調査「自分にはよいところが
あると思いますか。」の肯定的な回答
……８５．４％
児童アンケート「学校は楽しい」の肯定
的な回答
……８９．６％

4

4

4

■学校公開時の保護者アンケートに
おける肯定的授業評価の割合
……９５．７％

・保護者アンケート（５月、１０月）を実
施。
・肯定的な回答は、昨年度から減少。
　（昨年度は、９７．７％）
・コロナ禍を終え、学校公開時には、
参観人数に制限をせずに実施。
児童数が増加する中、多くの保護者に
参観していただいたが、大きな混乱な
く終えることができた。
・授業の分かりやすさ、児童一人一人
の活動の充実度という視点で、肯定的
な意見をいただいた。
・児童一人一人の活躍場面を保障す
るという点で、さらに業改善を図ってい
く。

３：
８０％
以上

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

3

4

4

4

4

１：
６０％
未満

・児童の安全・安心の学校生活において、児童相互間における
いじめ・仲間割れ・無視・不登校等、負の状況に対するアンテナ
を高く掲げ、早期発見に努め、カウンセリングの充実等に努め
てほしい。
・生命の大切さを繰り返し教えてほしい。
・（否定的な事例が多い中で）自己評価ができることがよい。
・児童の個性を尊重することはとてもよいことと感じる。個性を
伸ばしたことにより優秀な才能が育ったと感じる人たちも多い反
面、社会に順応しきれない人も増えたように思う。
・アンケートは質問の仕方によって回答が左右される面もある
ため、今後もこれらの対応が大切になると思う。過去の大きな
社会事件の原因も、小中学時代に家庭環境が原因で自己否定
的になり、成長した後に、社会に対して攻撃的になったケースも
多い。難しいが、学校教育の中で少しずつでも救うことができた
らと思う。
・約13％の否定的な回答をしている児童への適切な手当てを行
うべく、動いているのがわかる。本人が気付くのは難しい場合も
あると思うので、友達や教員からの声かけが重要かと思う。
・自己肯定感が全国参考データより高く、素晴らしいと思う。た
だ、いじめと考えられる話を保護者から伺うこともあり、いじめた
側への指導やいじめられた側へのフォローはできているのか気
になる。

・規則正しい生活習慣を身につけさせ、適度の運動習慣を確立
し、栄養バランスのよい食事に留意することが児童の将来にお
いても重要なことを徹底指導してほしい。
・運動をすることによって連帯感を高めてほしい。
・児童数が多いが、上手に校庭を使って身体を動かすようにし
ていると思った。
・コロナ禍により、自分だけでなく、周囲の人たちへの配慮もで
きる児童が増えたように思う。
・体の健康は心の健康にも通じる。この回答の割合は素晴らし
いと思うが、子どもの観察は必要。
・昔は、放課後に体を動かすことが多かったと思うが、子どもも
忙しいので、学校での運動習慣は引き続き大切にしてほしいと
思う。
・全教員が、全校児童の健康に留意しているのが見てとれる。
病気やけがなどせずに、登校できるのが何よりだと思う。
・コロナ禍で子ども達の体力低下が問題になっているが、運動
の機会が減少し、子どものロコモティブシンドロームが増加して
いると聞くことが多い。
・体育の中止、水泳の中止なども多かったと思うので、それらに
替わる運動の機会を検討してほしい。

・仕事が多くなりがちな教員の精神的・肉体的な負担を軽くする
ことに留意し、教員の各種研究・研修の機会を多くとり、授業の
改善に生かすよう、一段の努力を望む。
・学校の登下校の道路にも震災のあったとき、危険な物・場所を
さがし、避難の仕方を教えてほしい。
・梅田小学校に行きたくても、地域の関係で行かれない子どもも
多い中、保護者の方々は満足していると思う。
・先生方は年々忙しさを増しているのではないか。学校の裁量
で、どんどん効率を図ったり、働きやすくできたりしたらと思う。
なり手が少ないのは、給与アップが遅れていることも原因なの
だろうか。
・肯定的な評価は高いと思う。現役の父親との話の中でも、否
定的な意見は聞かない。
・児童の安心安全のために、お力添えくださっている先生方に
は感謝しかない。大森第三小では、PTAと東邦大学が協力し
て、地域のつながりで第３の居場所づくりを行っている。CSの一
環として、当校でも実施できればと考えている。

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

4

4

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上を
めざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良質
な教育環境を
つくります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

Ｃ

Ａ

Ｂ

4

3

4

9

1

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

7

3

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心をは
ぐくみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

・「自分にはよいところ
がある。」と回答した児
童の割合

４：
９０％
以上 8

1

３：
８０％
以上

２：
６０％
以上

４：
９０％
以上

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

B

■「健康に気を付けて生活することが
できた。」と回答した児童の割合
……９０．４％

・コロナ禍を通じて、自身の健康に気
を付けて生活することが身に付いてい
る。
・児童数増加や熱中症等に応じなが
ら、家庭や地域と協力の上、体力の向
上を取り組んでいく。

・学校公開時の保護者
アンケートにおける肯定
的授業評価の割合

・「健康に気を付けて生
活することができた。」と
回答した児童の割合

Ａ

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増

進

Ｃ

Ａ

４：
９０％
以上

Ｄ

３：
８０％
以上



4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

4

・先生方の苦労が反映してると思う。よい子どもたちです。
・全体的な評価が高いことは、先生方の調子がよいともとれる。校長を始め、
管理職の苦労の賜物と思う。
・運動会が温暖化の影響で秋に変更とのこと、賢明な選択だと思う。「本当に
暑くて」とのよい判断と思う。
・不登校はどうか。親が大きく関わった形だと思う。PTAとの連携が必要。

4

4

8Ａ

２：
６０％
以上

１：
６０％
未満

1

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

３：
８０％
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・

■保護者アンケートによる学校評価に
おける学校満足度の割合
……９６．３％

・肯定的な回答は、昨年度より微増。
　（昨年度は、９５．２％）
・学校教育全体に対する総合的な視
点でのアンケート項目「我が子は学校
生活を楽しんでいる」の数値を学校満
足度と解釈した。
・アンケート回収率６１．１％
　昨年度から減少（昨年度は、６６．
０％）GoogleFormsによるアンケート回
収について、さらに周知していく必要
がある。
・スクールサポートうめだの協力のも
と、各事業が好評である。
→夏のわくわくスクール
→図書館見守りボランティア
→おそうじサポーター
→図書館サポーター
→ガーデンサポーター
・地域人材の活用として「梅田小和太
鼓クラブ」を発足させ、１１月から月に
２回程度の練習を開始した。令和６年
度の創立７０周年記念へ向けて、地域
との協働をさらに推進していく。

・児童には、地域の実施する各種行事に積極的に参加させ、ま
た行事に対する企画立案から実施への手続きを学ばせる機会
をもたせたい。
・学校、家庭、地域が一つになって、健全な児童を育ててほし
い。
・スクールサポートうめだとの協同がうまくいっていると思う。
・アンケートの回収率の中の満足度96.3％は、全体の約半数の
家庭の満足度かと思うが、アンケートに回答のない残りの30
数％（約三分の一）の家庭はどうなのだろうか。そこが気にな
る。忙しいとか面倒だとか、いろいろな理由はあるかと思うが、
回収率を上げる工夫も考慮すべきと思う。
・コミュニティスクールを導入し、機能させることで、地域で学校
教育をより密に見守れるようになればよいと思う。それが個々
の家庭教育の向上に繋げるのが理想と感じる。
・昔は、子どもの教育は母親の役目だった。少しずつ分担する
ようになってきた。両親で教育に関わっている家庭ほど、子ども
がよく育っているように感じる。
・親としては、子どもが学校生活を楽しんでいると感じるのはと
ても安心できることだと思う。これからも安心安全な学校をつくっ
てほしい。地域の一人として、微力ながらお手伝いしたいと思
う。
・一保護者としては、非常に満足している。先生方には感謝しか
ない。ただ、不登校になる子どもがいるという話も伺っており、そ
ういった児童をどのように拾い上げていくのかなど、地域やPTA
も含めて考えてもよいのではと思う（具体的に何をどうすればよ
いかはわからないが、地域やPTAのイベントに参加してもらうよ
う、積極的にお誘いするなど）。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
と
も

に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

4

・保護者アンケートによ
る学校評価における学
校満足度の割合

４：
９０％
以上


